
1月 12日、新年会にご参集を 1

2003年 目黒稲門会新年会を1月 12日 (日 )に 開催いたしま

す。今回は「日本童謡の歴史と役害」」を音羽ゆりかご会・海

沼実氏 (副会長 :海沼美智子氏のご子息)に語っていただき

ます。現在NHKラ ジオ深夜放送で月に1回、日本童謡の変遷

をわかりやすく解説 し大好評。「癒 しの時代」に′3、 さわしいお

話をいただけることと思います。新年を祝い、さらに親睦を

深める会といたしますので、ぜひご参集をお願い申し上げます。

日日寺:2003年 1 月 12日  (日 )午後 5日寺30分から

会場 :目 黒雅叙園 3階  カシオペア

会費 :一万円 (ご 家族 5千 円)  ′
`°

″

*今年中に東京二表銀行中目黒す店 (普 )o363450
目黒稲門会代表浅海敏之あてにお振込みください。

目黒囃子で稲門祭、大盛況 !

10月 20日 に2002年 稲門祭が開催されました。目黒稲門会は

目黒伝統の「目黒囃子」出演で協力し、大隈庭園のイベン ト

を盛り上げました。庭園内は東京23区 の各稲門会が銘酒試飲

会、おでんの店、おそばの店、似顔絵書き、江戸前寿司コー

ナー、餅つき、中華おやき、かっばれなど、多彩な催 しもの

でいっぱい。本部キャンパスもさまざまなア トラクション、

模擬店、福引、キャンパスツアーなどで大盛況。楽 しい一日

を過ごしました。

レヽ          劇踏ヽ
大隈庭園中央で目黒ばや し演奏が行われた

学祖大隈記念館と知覧への旅
平成 14年 9月 13日 から15日 まで、3日 間に亘り、目黒稲門

会有志―行8名 、早朝羽田を出発 して、鹿児島空港に到着。そ

こを起点として、九州各地を移動するためにチャーターした

観光バスで、早速薩摩藩主島津邸の旧跡「磯公園」を散策 し

て昼食。暫時休憩の後、一路目的地である知覧へ向かった。途

中琉球の影響を多くうけた薩摩の小京都と称される武家屋敷

群の庭園などを観光 した。その後、太平洋戦争末期、沖縄決

戦に人類史上類の無い爆装をし、飛行機もろとも肉弾と化 し

敵艦に体当たりをおこなった陸軍特別攻撃隊員の遺影、遺品、

記録など貴重な資料を展示 し、当時の真情を後々、正 しく伝

える目的で設置された「知覧特攻平和記念会館」を参観 した。

因みにこの会館は現在国の管理となっている。

当時弱冠に満たない 17、 18歳の少年飛行兵 ニ

や、学業半ばで戦争に駆り出された学徒出陣

組の特別操縦見習士官などの若い勇士達が、雲流れる果、逝

きて帰 らざる壮途にどのような気持ちで操縦繹 を握ったので

あろうか。彼 らは押さえきれないほどの悔 しさ、悲 しさ、そ

して苦 しさ、自らの心の葛藤とも戦いながらも恨みがましい

ことを一言も発せずに、散華 していった。その心情 を思い、ふ

と熱 くなった目頭 を思わず押さえてしまった。

当夜は指宿ロイヤルホテルに泊まり、名高い砂風呂で疲れを

癒 して明日に備える。2日 目に、九州自動車道を北上、熊本

に入り、水前寺公園、熊本城などを見て同夜は菊地グラン ド

ホテルに宿泊。3日 日、旅程の最終日、早朝菊地温泉を出発

して、今回の旅の主たる目的地である佐賀の大隈記念館 を目

指 した。佐賀市水ケ江2丁 目11番 11号所在の大隈候旧宅 (生

家)は長い年月を経たにも関わらず未だ完壁に保存管理 され

ており、現在は国の史跡に指定されている。候が産声を上げ

てから成長 し、八太郎 (幼名)時代の家庭環境とその遺徳 を

偲ぶことができる貴重な遺跡である。―般の参観者は屋内に

立ち入ることを禁止されているが、我々―行は全員稲門会会

員と言うことで、館長西村亘氏の特別な配慮によって家の中

まで招 じ入れてもらった。そのため候が勉学に勤 しんだ三階

の勉強部屋まで見ることができたのは異例 とのことである。

早稲田に学んだものとして密かに誇りを感 じた。記念館は別

棟に建っており大隈候生誕 125年 を記念 して昭和 41年 に落

成、43年 に佐賀市に寄贈された。館内には候にまつわる歴史

資料が数多 く展示 されており候の生涯をビデオやイラス トな

どで解説を行っていた。世界的政治家として、はたまた早稲

田大学の倉」設者として有名な大隈重信候の往事を偲んで全員

感動ひとしおであった。午後は吉野ヶ里歴史公園 (吉野ヶ里

遺跡)の南内郭 (物見やぐら。高床式倉庫・堅穴式住居等 )、

北内郭 (土木作業進行中)な どを見学 し、その規模の広大さ

に驚嘆すると共に弥生時代の人々の生活環境に些かではある

が触れたような気がしたc昼食の後、長崎自動車から九州自

動車 を北上 し、福岡空港から羽田に向け出発、夕刻羽田空港

において角旱散 した。 (阿部喜久雄 記 )

大隈候銅像、後方は生家
左より樋口、中沢、外岡、阿部、右前列 :外岡、市瀬、後列:海 口、市瀬
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目黒稲門会にご要望、ご提案がございましたら、事務局または幹事までお申し出ください。

会員皆様の声を反映し、早稲田の稲穂のように実り豊かな活動をしていきたいと思っています。

日 黒 稲 門 会 事 務 局 TEL03Ⅱ 5723Ⅲ8156 mX:03・3716‐4020
152-0002東京者5目黒区目黒本町6-21-14

口碁部だより
第 3回稲穂会囲碁大会が平成 14年 11月 17日 (日 )、 日黒

泰山堂囲碁サロンで都11区の稲門囲碁会会員47名 が集い、A
クラスからFク ラスにわかれ個人戦が開催 されました。今回

は目黒が主催区とあって真仁田囲碁部長を中心に囲碁部全員

にあたりました。成績はAク ラスで高橋栄一さんが準優勝、

八幡和三郎 さんが 3位、 Dク ラスで伊藤源喜 さんが準優勝、

郡山弘文 さんが 3位の健闘でした。

稲穂会は2年前に杉並稲門会の発案で開催 されるようにな

り、今回最高の参加者 を数えました。囲碁会のあと場所 を近

くの香港園に移 して懇親会が開催 され、表彰式と校歌斉唱に

おおいに盛り上がり。「来年も元気で会いましょう」という荒

瀬修一郎 さんの閉会の辞をもってお開きとなりました。

これより先の9月 29日 (日 )に第2回 オール早稲囲碁祭 (首

都圏)が 日本棋院市ヶ谷本院で200名 が参加 して5人 1組の

団体戦がおこなわれました。そこでAク ラス優勝という1央挙

を成 し遂げた事もあわせてご報告 させて頂きます。目黒から

八幡和三郎さん、高橋栄一さん、桑野祐光 さん、真仁田勉 さ

ん、郡山弘文さん、渡辺三郎 さん、保井正 (強い順)が参加

しました。とくに圧巻は準決勝で対戦相手を5対 0で撃破 し

て決勝線に駒を進めたことでした。個人で桑野さんが全勝 し

て団体戦優勝に大きく貢献 しました。

目黒は強いと首都圏で知 られるようになりましたが、毎月

第二土曜日に泰山堂囲碁サロンに集まって楽 しく打って親交

を深めているというのが現状です。目黒は高段者が多いのが

特色ですが今後他区からの目黒に行って腕を磨 きたいという

声が懇親会の席であちこちで聞こえました。嬉 しいかぎりで

す。といっても目黒囲碁会は幅広 く会員を増やそうとしてい

ますので初心者は言 うに及はず、これから囲碁を憶えたい人

も大歓迎です。 (保井 正 記 )

第3回目黒稲門会「ビア・パーティー」のこ報告
平成 14年 8月 23日 (金)6:30～ 8:30PM白 金八芳園 5F

「リンデン」に32名 の会員が集まり、ビア・パーティーを開

催いたしました。

今回は八芳園という緑の多い中で、ゆったりと個室をとり

先輩方のご自慢の歌もお聞きすることができました。帰りに

は縁日を楽 しみ、それぞれにお好きな “おみやげ"を 手に帰

路に着きました。

《会 計 幸目告》

収入の部 6,000円 ×32名 =192,000円
支出の部 6,000円 ×31名 =186,000円

(八芳園の支払い領収書は事務局で保管)

残高の部 6,000円

※八芳園で当日追加 1名分 6,000円 をサービスをして下

、次回への繰越金とさせて頂 きます。さいましたので

日平成 14年 9月 30

日黒稲門会事務局 岩崎正夫

幹 事 大竹一子

r三金会」改め F三土会』へ。
おなじみ三金会が「三土会」と改称。毎月第 3土曜日にな

りました。これからは週末の夕方、今まで以上にゆっくり

と飲んで語りあえます。国碁部会の会員たちも毎回参加 し

ています。気が向いたとき、お気軽にどうぞ |

●場所 :「鮨八」2階 (目 黒通り。日黒消防署そは
｀
)

TEL:03‐3719‐2666

●日時

●費用

第 3土曜 午後 6時～9時 次回 12月 21

5,000円 で飲み放題・食い放題

★連絡先 :副幹事長・上川俊雄 (03‐ 3794‐0396)

525円
お茶、水、氷 )

11,524F司

1,344円

6,877F司

18,900円

10,000円

820円
700円

2,919円

3,870円

箱根駅伝を応援しませんか?
新年2日 。3日 は恒例の箱根駅伝。野球、ラグビー、アメフ ト

で優勝 した勢いで、駅伝にも頑張ってほしいものです。そこ

で3日 午後・復路を走る後輩を芝増上寺・山門前で揃って応

援 しようということになりました。また応援後、ご希望の方

は東京プリンスホテルでの港稲門会新年会に合同参加。

2003年 を良い年にいたしましょう |

<箱根駅伝応援会の内容>
●集合場所 :芝増上寺・山門前

0日 日寺:2003年 1月 3日  午後 1日寺

●主催 :港稲門会、駅伝応援部会、東京 23区稲門会連合

●申込先 :事務局 。岩崎 (TELi5723-8156)ま で

●費用 :応援だけなら無料。新年会参加の方は一万円程度。

旅行部会「清里紅葉散策」会計報告
収入の部 会費 12,500円 × 22名 分      275,000円

前回旅行部会繰越金        10,046円
目黒稲門会補助金 (平成 14年度分) 10,000円
ぶどう園入園料返金 (750円 × 22名 )16,500円
銀行利息               3円

支出の部 東急観光旅行代金支払い

計 311,549円

235,840円

(10,720円 ×22名 、保険料 500円 を含む)

旅行代金振 り込み料

帰 |り のアルコール代 (缶 ビール、日本酒

ウイスキー代

おつまみ代

お寿司代 (750円 × 24個+消費税 )

(22名 +運転手、ガイ ドさん分 )

運転手さん、ガイ ドさんへ作0礼

荷物運搬費
コピー代

写真代

切手代

雑費 (紙皿、紙コップ、板目、返金者振込料)2,098円

計 295,417円

残高の部 (次 回旅行会へ繰越 ) 16,132円


